
一般質問

令和３年（２０２１年）１月３１日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６
 

質
問　

臼
限
ら
れ
た
収
入
の
中
、
下

水
道
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
方
法
は
。

　

渦
雨
水
対
策
と
し
て
の 
グ 
リ
ー
ン

※
９

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

嘘
再
生
水
や
下
水
熱
な
ど
下
水
道

が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
へ
の
認
識
は
。

市
長　

臼
下
水
道
使
用
料
の
減
や
施

設
更
新
投
資
の
増
等
の
課
題
を
適
切

に
判
断
し
経
営
の
健
全
化
等
図
る
。

　

渦
今
後
は
雨
水
貯
留
な
ど
自
然
環

境
の
機
能
で
の
対
応
も
重
要
で
あ
る
。

　

嘘
再
生
水
利
用
で
、
下
水
道
施
設

の
清
掃
や
洗
浄
へ
の
使
用
な
ど
し
て

い
る
ほ
か
、
今
後
の
下
水
熱
利
用
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

小
平
市
の
下
水
道
事
業
と

浸
水
対
策
等
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ひ
ら
く
の
役
割
と
機
能
は
。

　

渦
市
民
と
の
協
働
へ
の
考
え
は
。

　

嘘
小
・
中
学
校
で
の
、
社
会
的
性

差
解
消
等
へ
の
教
育
方
針
と
内
容
は
。

市
長　

臼
情
報
発
信
や
意
識
啓
発
、

男
女
共
同
参
画
視
点
で
交
流
で
き
る

実
践
的
活
動
の
場
等
の
機
能
を
担
う
。

　

渦
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
市
民
と
の
協
働
は
重
要
で
あ
る
。

教
育
長　

嘘
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
こ
と
の
理
念
を
理
解
し
、
主
体
的

に
判
断
し
行
動
で
き
る
力
を
育
む
こ

と
を
目
指
す
。
内
容
は
、
社
会
科
で

男
女
平
等
の
学
習
等
を
し
て
い
る
。

小
平
市
の
男
女
共
同
参
画
を

推

進

す

る

た

め

に
 

質
問　

臼
市
の
指
定
収
集
袋
の
素
材

に
つ
い
て
見
解
は
。

　

渦
集
合
住
宅
で
の
ご
み
収
集
の
現

状
に
つ
い
て
現
状
の
認
識
と
課
題
は
。

市
長　

臼
で
き
る
限
り
環
境
面
に
配

慮
し
た
素
材
を
使
用
し
て
お
り
、
特

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
袋

等
は
環
境
面
で
一
定
の
配
慮
を
し
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
な
お
、
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
素
材
へ

の
使
用
は
費
用
面
で
課
題
が
あ
る
。

　

渦
お
お
む
ね
順
調
に
収
集
で
き
て

い
る
が
、
一
部
の
集
合
住
宅
の
集
積

所
に
お
い
て
、
ご
み
が
た
ま
っ
て
い

る
状
況
が
あ
り
、
分
別
が
徹
底
さ
れ

家
庭
ご
み
有
料
化
の
そ
の
後
と

地
球
環
境
に
優
し
い
小
平
市
を
め
ざ
し
て

て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

 
質
問　

臼
現
在
、
無
料
低
額
宿
泊
所

は
何
か
所
で
利
用
者
は
何
人
か
。

　

渦
現
在
、
生
活
保
護
世
帯
約
２
千

５
百
世
帯
を　

人
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

２３

ー
が
１
人
約　
人
担
当
し
て
い
る
が
、

１０８

コ
ロ
ナ
禍
で
の
業
務
へ
の
影
響
は
。

市
長　

臼　

月　

日
時
点
で
、　

施

１１

１３

１３

設
を　

人
が
利
用
、
こ
の
う
ち
市
内

３１

は
２
施
設
を　
人
が
利
用
し
て
い
る
。

１６

　

渦
現
在
、
特
段
大
き
な
影
響
は
な

い
。
今
後
は
受
給
者
が
増
え
る
可
能

性
も
あ
り
、
申
請
件
数
等
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
適
切
か
つ
丁
寧
な
対

応
が
継
続
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

い
の
ち
の
と
り
で
で
あ
る

生

活

保

護
 

質
問　

核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
す

る
よ
う
市
と
し
て
自
治
体
独
自
に
国

へ
要
望
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

市
長　

国
に
要
望
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
継
続
的
な

効
果
を
望
み
非
核
平
和
に
関
す
る
市

民
活
動
を
側
面
的
に
支
援
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
子
ど
も
た
ち
の
貧
困
の
影

響
に
つ
い
て
の
現
状
把
握
と
分
析
は
。

　

渦
学
校
給
食
の
無
償
化
と
、
牛
乳

代
の
補
助
な
ど
段
階
的
な
実
施
に
踏

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
禁
止

条
約
の
批
准
を
日
本
政
府
へ
促
そ
う

コ
ロ
ナ
禍
、
学
校
給
食
の
無
償
化
と

就
学
援
助
の
拡
充
を
改
め
て
問
う

み
出
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

教
育
長　

臼
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
経
済
的
に
不
安
定
と
な
る
家
庭

へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

渦
給
食
の
無
償
化
、
ま
た
は
牛
乳

代
の
補
助
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
は
い
な
い
。

 
質
問　

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
時
の
対
応
へ
の
検
討
は
。

市
長　

職
員
の
確
保
が
困
難
な
場
合

は
、
都
内
の
高
齢
者
施
設
で
構
成
さ

れ
る
関
係
団
体
と
東
京
都
が
締
結
し

て
い
る
、
職
員
の
派
遣
に
関
す
る
協

定
を
活
用
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

医
療
・
福
祉
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

徹
底
と
ケ
ア
労
働
者
へ
の
支
援
を

 
質
問　

臼
ホ
ー
ム
レ
ス
な
ど
住
所
不

定
の
人
が
生
活
保
護
を
受
け
た
い
場

合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

　

渦
無
料
低
額
宿
泊
所
に
つ
い
て
利

用
料
等
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
申
請
者
の
意
向
を
確
認
の

上
、
一
時
的
な
居
所
と
し
て
無
料
低

額
宿
泊
所
等
の
案
内
な
ど
し
て
い
る
。

　

渦
訪
問
調
査
等
に
よ
り
、
利
用
料

な
ど
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
が
加
害
者

か
ら
の
住
民
票
の
交
付
等
を
制
限
で

今
後
増
加
が
懸
念
さ
れ
る

生
活
困
窮
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
情
報
漏
え
い
の

防

止

策

は

万

全

か

き
る
Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置
に
つ
い
て
、

　

月
末
現
在
で
の
対
象
人
数
は
。

１０
　

渦
Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置
に
つ
い
て
の

職
員
へ
の
講
習
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

嘘
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
以
外

の
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
個
別
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
Ｄ
Ｖ
等
支
援
措

置
の
情
報
共
有
が
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

臼　

人
で
あ
る
。

５９５

　

渦
年
に
１
回
、
住
民
情
報
シ
ス
テ

ム
関
係
課
の
調
整
会
議
を
開
催
し
、

情
報
の
取
扱
い
の
注
意
喚
起
を
促
し
、

各
部
署
で
の
取
組
を
情
報
交
換
す
る

な
ど
意
識
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　

嘘
共
有
さ
れ
て
い
な
い
個
別
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
が
、
Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置

の
情
報
を
共
有
す
る
必
要
が
な
く
適

正
な
情
報
の
取
扱
い
を
行
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
感
染
症
対
策
の
方
針
は
。

　

渦
感
染
症
対
策
予
算
で
国
・
都
・

市
の
持
ち
出
し
額
は
。

　

嘘
感
染
症
対
策
の
交
付
金
の
執
行

率
が
低
い
場
合
、
対
象
を
選
定
し
直

接
給
付
が
で
き
る
か
。

　

唄
２
号
補
正
予
算
の
経
済
施
策
は

本
来
４
、
５
月
で
５
億
円
だ
が
単
月

約
４
千
百
万
円
の
１
年
間
の
経
済
支

援
と
な
り
経
済
支
援
が
薄
い
の
で
は
。

　

欝
市
長
提
案
の
感
染
症
対
策
で
あ

る
⑴
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
利
用

対
象
施
設
拡
大
、
⑵
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
交
付
サ
ー
ビ
ス
、

⑶
ル
ネ
こ
だ
い
ら
入
口
自
動
ド
ア
化
、

市
長
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
不
十
分
。

来
年
度
市
政
運
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

⑷
本
庁
舎
及
び
健
康
セ
ン
タ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
改
修
の
利
用
開
始
時
期
は
。

　

蔚
保
育
士
等
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
へ
の
支
援
を
し
な
い
の
か
。

　

鰻
来
年
度
の
個
人
・
法
人
市
民
税

等
の
税
収
の
見
通
し
は
。

市
長　

臼
基
本
方
針
は
な
い
。

　

渦
国　

億
９
千
万
円
、
都　

億
６

２８

１０

千
万
円
、
市
３
億
６
千
万
円
で
あ
る
。

　

嘘
執
行
率
が
低
い
事
業
は
新
た
な

事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

今
後
も
必
要
な
対
策
に
取
り
組
む
。

　

唄
薄
く
な
っ
て
い
な
い
。

　

欝
そ
れ
ぞ
れ
⑴
令
和
４
年
４
月
⑵

令
和
４
年
１
月
以
降
⑶
来
年
度
中
⑷

令
和
４
年
３
月
以
降
の
見
込
み
。

　

蔚
保
育
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

　

鰻
現
在
精
査
中
で
あ
る
。

 
質
問　

臼
市
内
事
業
者
が
優
先
的
に

市
の
事
業
に
携
わ
れ
る
よ
う
、
入
札

よ
り
前
の
計
画
策
定
の
段
階
で
設
け

ら
れ
て
い
る
仕
組
み
は
何
か
あ
る
か
。

　

渦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
更
新
事
業

は
市
内
業
者
育
成
の
好
機
で
あ
っ
た

が
、
市
内
調
理
業
者
数
の
把
握
は
。

　

嘘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
い
て
、
弁
当
併
用
外
注
方
式
は
検

討
し
た
か
。

　

唄
様
々
な
事
業
に
お
い
て
、
計
画

策
定
の
段
階
で
市
内
事
業
者
と
の
連

絡
協
議
会
等
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
特
に
な
い
。

教
育
長　

渦
学
校
給
食
法
及
び
学
校

小
平
市
内
の
事
業
者
で

で
き
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
よ

給
食
衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
く
、
学

校
給
食
調
理
業
務
を
担
え
る
事
業
者

は
市
内
に
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
産
業
弁
当
を
提
供
す
る
市
内

調
理
業
者
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

嘘
今
後
も
、
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ

る
学
校
給
食
提
供
の
継
続
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
お
り
、
弁
当
併
用
外
注

方
式
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

市
長　

唄
新
た
に
連
絡
協
議
会
設
置

は
考
え
て
い
な
い
が
、
市
内
経
済
活

性
化
等
の
考
え
は
非
常
に
大
切
で
あ

り
、
事
業
内
容
や
実
施
方
法
の
検
討

に
当
た
っ
て
可
能
な
限
り
踏
ま
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
改
修
の

内
容
は　

外
１
件

 
質
問　

臼
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て
の
研
修
等
は
、
市
立
小
・
中
学
校

の
教
員
に
対
し
行
わ
れ
た
か
。

　

渦
児
童
・
生
徒
、
教
員
、
保
護
者

へ
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
周
知
は
。

教
育
長　

臼
副
校
長
及
び
生
活
指
導

の
担
当
教
員
の
会
議
等
で
、
困
っ
て

い
る
児
童
等
の
背
景
に
は
家
族
の
ケ

ア
を
担
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
適
切
な

対
応
の
必
要
性
を
周
知
す
る
等
し
た
。

　

渦
特
化
し
た
周
知
予
定
は
な
い
が
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
背
景
や
対
応
を

情
報
提
供
し
、
事
例
が
あ
っ
た
際
の

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
等
努
め
る
。

家
族
介
護
や
ケ
ア
を
担
う

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

 
質
問　

第
四
次
小
平
市
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
に
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
入
れ
る
考
え
は
。

市
長　

第
三
次
計
画
策
定
時
と
比
較

し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
市

民
理
解
も
進
ん
で
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
市
民
意
識
調
査
の
結
果

に
よ
り
状
況
を
把
握
し
、
男
女
共
同

参
画
推
進
審
議
会
の
意
見
も
踏
ま
え
、

性
自
認
や
性
的
指
向
な
ど
、
性
の
多

様
性
を
尊
重
す
る
た
め
の
意
識
啓
発

や
理
解
促
進
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

ー
に
寄
り
添
っ
た
支
援
な
ど
を
計
画

に
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

自
分
ら
し
く
生
き
る
社
会
を
目
指
し

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
考
え
る

環境面で一定の配慮をした指定収集袋（プラスチック製容器包装用）

さ
と
う
悦
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

市
の
下
水
道
事
業
と
浸
水
対
策
／

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に

山
﨑
と
も
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

家
族
介
護
や
ケ
ア
を
担
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
／

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

※　
１０

き
せ
恵
美
子
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

家
庭
ご
み
有
料
化
の
そ
の
後
／

い
の
ち
の
と
り
で
で
あ
る
生
活
保
護

鈴
木
だ
い
ち
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
／

給
食
無
償
化
／
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
の
徹
底

松
岡
あ
つ
し
議
員

（
政
和
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
不
十
分

来
年
度
市
政
運
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

水
口
か
ず
え
議
員

（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

生
活
困
窮
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
／

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
情
報
漏
え
い
防
止
策

安
竹
洋
平
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

市
の
経
済
を
よ
く
す
る
た
め
、
市
内
の

利
益
循
環
を
前
提
に
計
画
策
定
を


